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オロチ語とウデヘ語の異同について

風間伸次郎

1.はじめに

本稿は二つの部分よりなる．前半では，オロチ語の文法要素について，もっとも系

統的に近いと考えられるウデヘ語との比較を行い，両者の異同を考える．後半では両

言語の語葉要素の異同について検討する．

ウデへ語に関しては，近年文法書や辞書が相次いで出版され，その研究が進展して

いる．筆者も何度かの現地調査を通じてウデへ語の特徴について把握できるようにな

ってきた．他方オロチ語の研究資料は少なく，筆者も 1995年に一度調査したのみであ

る．したがって本稿ではウデへ語を通して，オロチ語の特徴について考え，その系統

的な位置づけを明らかにすることを目的とする．その際，まず音対応によってオロチ

語の系統的位置づけを確認した後に，文法要素および語葉要素の比較を行う．

なお 2002年の統計によれば，オ口チの人口は 426人，うち話者は 18人（4.2%）と

なっている．

2.先行研究

先述したようにオ口チ語の研究は非常に少ない.Tsintsius(l949）はこの言語の文法に

関する最初の記述である.Avrorin and Lebedeva(l968）と Lebedeva(l997）は共にこの言語

の文法概説である.Avrorin and Lebedeva(l966）は最初のテキスト集で， 58の民話と伝

説からなる.Avrorin and Lebedeva(l978）はテキストと語葉集，および民族学的情報か

らなる．語葉集は 5,500項目を含み，テキストのジャンルは歌，謎々，生活に関する

話などである．風間（1996）は現地調査の報告で， 22のテキストと基礎語量調査による

語葉が収録されている.Avrorin and Boldyrev(2001）は近年出版された文法書で、ある．本

稿でとりあげた文法要素の諸形およびその用例はもっぱらこの Avrorinand 

Boldyrev(2001）による．

3.音対応によるオ口チ語の系統的位置づけの確認

Ikegami(l974）によれば，主に音対応の面から，オロチ語はウデヘ語と共に II群に分

類される．さらに H群には中国領に分布するヘジ、エ語が属するものと考えられる．な



お以下では（ ）の略号を用いる．

I群 エウェン語（Ew），エウェンキ一語（Ek），ソロン語（S），ネギダル語（N)

II群 ウデヘ語（U），オロチ語（Oc)

III群ナーナイ語（Na），ウルチャ語（Ul)，ウイルタ語（ut)

IV群満州語（Ma），女真語。）

ツングース諸語の歴史的分岐について，筆者は下記のような過程を推定している．

すなわち，オロチ語とウデヘ語は II群に属するものと考えている．

(Na) (Ul) 

(EwA）：エウェン語アルマン方言，（Nak）：ナーナイ語クル・ウルミ方言，（Si）：シベ語，

太線は音変化を示す

上記の系統図及びその根拠である音対応に関して，詳しくは， Kazama(2003）も参

照されたい．

2 



オロチ語とウデへ語の異同について

すなわち，まず凹群の言語が分岐し，しかるのちにI群と H群の言語が分岐したと

するものである（IV群はさらに前に分岐したものと考えられるが，この点については

なお検討を要する）．なお、共時的な分類と通時的な分岐のグループは別に考えるべき

ものかもしれないが、ここでは便宜上同じグループ名を用いることにする。

以上のような仮定の根拠である音対応の例を示せば，以下の如くである．

まず，オロチ語は I,II群の言語に共通した特徴を示す．

#p-> #x-: Oc xokto 「道」 IIU xokto II Ek xokto II Na pokto 

#x-＞拘ー：Ocadin 「風」 II U adin II Ek adin II Na xadun. 

-p－トw-:Ocjc仰 αー 「つかむJ II Ujc仰 αIIEk］＜仰αーIINajapα－． 

mb-> -m-, -nd-> -n-, -l]g－トサ（同一調音点における鼻音と破裂音の連続からの破裂音

の脱落） : Oc inaki「犬」 IIU ina'i II Ek 1Jinakin II Na inda, Oc saya 「穴」 IIUsα伊 IIEk sayααr 

II Na saygar. 

-md-> -mn-, -!]dー〉ーりn- （！！慣行同化（鼻音化））：

Oc kamnu 「糊」 IIU kamnu II Ek kamnun 11 Na kamdon, 

Oc toyno 「まっすぐなj II Ek to抑oII Na toydo. 

u > i : Oc tigda 「雨J llU均ゐIIEk tigゐIINa tugda. 

ただし次のように II群と III群に対して I群の言語が対立した形を示す対応もある．

これらは唇音と軟口蓋音におけるメタセシスである．メタセシスは往々にして散発的

に発生するものであるため，ここでは分岐の後にある場所で発生したものが広まった

ものと考える．

-pk-> -kp （オロチ語では逆行同化により＞ pp-) ' bg > gb （同じくオロチ語で〉

-bb-), -ml]-> -l]m- （オロチ語で〉一mm-): 

Ocjappu(n) 「8J II Ujαkpu(n) II Ek.japkun, II Na.Bk （ナーナイ語ビキン方言） jα舟:on,

Ocsubbu 「魚皮J 11 U sugbu 11 N sobgu 11 NaBk sobgo, 

Ocαmma 「口」 lluαymaII Ek.αmya II NaBk.αmgαII Naαyma. 

次にみるのが， II群の言語に特徴的な形を示す音対応である．

-ms-> -ms-: Oc giαmα 「骨」 11u giαmsa II Hz. giαmαII Ek giramna II UL giramsα 
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-ns－＞十：Ocnα5α 「皮J 11 u伽α（< nahα＜ nasa) II Hz. nasαII Ek nanna II Na nanta. 

-ps-> p-: Ocααpin- 「横になる」 II Hz.α!fine-II Ekααsin-II Naα戸in-.

以下はII群の言語が散発的に特徴的な形を示す語例である．

Ocαsa 「女」 llu伺 nta( < ＊αsa-ntα） II Hz.αsa(n) II Naαsi II Ekαsii; 

Ocχita 「子供」 II U sita II Hz. sita II Na pikta II Ek xuta. 

以下はオロチ語とウデへ語のみに共有されている特徴を示す音対応である．

批ー＞－kt-,-ld-> -gd-, -lk-> -kk-, -lg-> -gg-, -lb-> -gb-> -bb- （音節末の－1の衰退）

Oc kakt，αー 「割る」 II U kakta'a II Ek kalt,αka II Na kaltaα， 

Oc doogdi- 「聞く」 II U dogdi-II Ek dooldii-II Na doogi-, 

Ocsi蜘ー 「洗うJ 11 U siki-11 Ek silki-11 Na silko-, 

Oc diggan(1α）ー 「言うJ 11 u digαn（，α） II Ek dilgan 「声J II Na dilgan 「声J
Oc dobbo 「夜J II U dogbo II Ek dolbo II Na dolbo. 

rkト肱， rg-> gg-, -rl]-＞ー明’ （音節末の－rの衰退）

Oc u肱B 「ドアJ II U uka II Ek urka II Na uika, 
Oc iggi 「尻尾J llu匂iII Ek irgi II Na xuゆ，

Ocxavva(n） 「膝」 IIu xava II Ekχanvan II Na paiyan II Hz. xaryan. 

吋ー＞-gd-, -rpー＞-kp->-pp-, -rb-> -gb-> -bb-, -rmートりm->-mm- （音節末の－rの衰退）

Oc agdayga 「不思議な，おもしろい」 II U agdayga II Na ardaoga, 
Ocgαppa- 「撃つ」 llUgαkpαーIIHz. gabta-11 Ekgαrpa-11 Nagαrpa-, 

Oc gabbi 「名前」 II U gagbi II Hz. garbi II Ek garbii II Na gar仇，
Oc imma 「針」 llu勿maII Ek inma II Naxurma. 

mk->-mp-, -mg-> -mりー〉勺m－＞一mm-:

Oc simpi- 「せきをする」 II U simpi-II Hz sin出ーIIEk simki-II Na siyb必ι11ut siikpi-, 

Ocommo- 「忘れるJ'to forget’II U oymo-11 Hz omro-11 Ek omvo-II Na or bo-. 
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-pt-> -t-: Oc dα従a-dαtα 「河口」 II U data II Ek daptun II Nadaα． 

次の対応はオロチ語のみ独自の形を示すものである．

ーls> kt-: Oc xuhα 「毛布」 llUxulα（〈匂ulahα〈匂ulsa) 11 Hz xulsαII EkxullαII Napolta. 

母音聞における－r－の脱落がオ口チ語とウデへ語，さらに I群のネギダ？ル語におい

て起こった．このことは池上（1989）が言うように，これらの言語がかつて連続して

分布していたことに起因するのかもしれない．さらにその地域にあった基層言語の影

響も考えられる．ただし，三言語における r の痕跡はそれぞれの言語で若干振る舞

いが異なっていることにも注意する必要がある．

-r-> 0 : 

Oc dααmα 「背中」 Jiu dααma II N dayαmαJIEkdαramα， 

Ocgoo 「遠い」 II U goo II N goyo II Ek goro, 

Oc uaa(n)-uwaa(n） 「丘，山」 IIU ua(n) II N uyaa II Naxumn・

母音間の干の脱落の結果，ネギダル語とウデヘ語では音素 Jr／が消滅した．これ

に対してオロチ語ではある程度の語に rが認められる（風間 1996参照）．これは凹

群の言語であるナーナイ語，もしくはウルチャ語から再度借用したものと考えられる．

オロチ語には歴史的に III群の言語であるナーナイ語，もしくはウルチャ語から強い

影響が及んだものと考えられ，このことがこの言語の位置づけを難しいものにしてい

る．

4.ウデへ語とオロチ語の文法要素に関する比較対照

4.1.ウデへ語とオロチ語で共通する要素

以下ではオロチ語とウデへ語に共通する文法要素を抜き出してみた. I群や III群な

ど，他のツングース諸語にも広く見られるものははずしである．他の言語にも対応す

る形式は存在するが，両言語のみが類似し，かつ他の言語群とは異なった形式を持っ

ているものは取り上げた．すなわちこれらの文法的要素はII群の言語（オロチ語，ウ

デへ語）に特徴的な要素ということができる．
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表 1：ウデへ語とオロチ語に共通する文法的要素

オロチ語 ウデへ語 他の言語における参照

形など

例外的な複数形 nta -nta 

形容調や形動調につく複数 gatu -gatu 

集合複数 -Jika -Jiga Na -Joan（＜吋okaan)

「～（する）道具j -!]ki ーりku

フィラー aり1 aりl Na xai, Ut anu, 

形容調強調形 -IJkU a!JkU 

「～持ちの」 -ki -Xl Na-ko 

Ek-lkaan，ーとi

長母音語幹につく現在形動調形 -1 ー1 Na -rii 

未来形動詞 -Jaりa づa!Ja Na -

継続副動調 mdia mdi Ul-mdee 

目的副動調 一（a)la(k)a- lag a Na -(po)go-

遠過去副動詞 りasa- りia Na -

「～だけ，～のみ」 =baki-=maaki ＝ロlCll Na =ragdaa 

(=baki) 

断定の小辞 =gm1 =gini Na =goani 

この他に，文法的な類似に関して気づいたことを2点，あげておく．三人称複数の

代名詞といわれている nuatiは，－tiの部分が本来三人称複数の人称接辞であり，こ

れと語幹の間に格を示す接尾辞が現れるのが本来の形であったと考えられる（ナーナ

イ語などは現在でもそうである）．しかしオロチ，ウデへの両言語では， tiの後に格

接辞がつくようだ．ただし，ウデへ語におけるこの語の使用頻度はかなり低い．

「5Jを示す数調tu!]aの対格形はAvrorinand Lebedeva(1978）によればtu明－maと－ma

のついた形である．筆者の調査によれば，ウデへ語でも同様である．音対応から見て，

この語は本来語末に nの音を持たないので，対格が－maで現れるはずはない．これ

は「3」や「4Jが本来的に語末の nを持っていたため対格に－maが現れる（（U)ila-ma, 

dii-ma）ことからの類推によって生じた形であろう．これもオロチ語とウデへ語の両

言語にのみ観察されることのようである．
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4.2.ウデヘ語とオロチ語で一致しない要素

前節でみたように，ある程度の文法要素はH群の両言語に特徴的なものとして存在

していると言えそうである．しかし他方で，オロチ語とウデヘ語の間で一致しない要

素も多く存在する．ここではそれをみてゆく．

表2：ウデヘ語とオロチ語の間で対応しない文法的要素

オロチ語 ウデヘ語 他の言語の参照形

奪格 -dui ーdigi

再帰人称複数 -b司jiιbb吋i ー白

複数形 -sa(g) 

近似複数 寸a

指小辞 -ka(n) 寸iga

軽蔑形 -m1sa エウェン語－mija

「～する人」 -mdi 

「亡～」（亡くなった人名 りasa -sm1 

や親族名称につく接辞）

「～用の網J -magda 

「～の皮」 ーksa Na他

一人称複数包括形 bi ti Min ti III群は無し

「～日間」 -kta Na -lta 

形容詞比較級 ーlaa Na laa 

「～の方向」 baiti Na baaroani 

非人称形動詞否定形 -was1 Na-wasi 

先行副動詞 オaa/-daa／ーaa/-taa -as1 Na-raa 

条件副動詞 ー(l)isi- Na 

単数－wi 単数－pi

複数－wisa 複数 paari

提題・対比の小辞 =tan ii =tana Na =tanii 

（特に未来形の）述語の ＝ロIa Na=ma 

強調小辞
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表に示したように，オロチ語にあってウデへ語にないものは，ナーナイ語をはじめ

とする III群の言語にその対応要素が見出される．したがってここでも III群の言語か

らオロチ語への強い影響をみることができる．

5.ウデへ語とオロチ語の語嚢要素に関する比較対照

オロチ語の語葉集として唯一のものである Avrorinand Lebedeva (1978）のオロチ語の

単語を検討した．音対応についてはすでに見たので，今回はオロチ語とウデへ語だ、け

が他の言語とは語源的に異なる語葉を用いている例を重点的に探すことにした．すな

わち，まずオロチ語の単語でウデへ語の単語とは対応するが，他の I群や III群の言語

に対応する単語が見られないものを探した．他の群の言語に対応する語が無いかどう

かは， Tsintsiusi dr. (1975, 1977）によって確認した．なお他の言語群に音対応を示す語

が存在している場合でも，他の言語群での存在がまれであり，問題の二言語のみが説

明のつかないような不規則な形を示している場合には，それも取り上げることにした．

5.1.オロチ語とウデへ語に固有な語量

このような語は大量にあるものと考えていたが，予想に反して少なかった（もちろ

ん筆者の力不足から，網羅的に抜き出せたとは言えないので，その点に問題はある）．

ウデへ語には他のツングース諸語に同語源のものが見られない語が多くあると考えら

れるが，それらの多くにオロチ語に対応する語が無いということになる．ウデヘ語に

おけるこうした語の一部は漢語起源と考えられるが，由来の不明な語もまだ多く残る

ことが予想される．

表3：オ口チ語とウデへ語に特徴的な語葉

意味 オロチ語 ウデヘ語 I群や H群における対応する意

味の語

削るための先の appili afili (Na) giasoo 

曲がったナイフ

女性（一般） as an ta aanta (Na) asi naisal 

(Ek) asal 

ベリ一類 gabbaりku gagbai;iku (Na) amtaka 

(Ek) Jikta 
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話す diggana- diana 同語源の語（Na)dilganは「声」

の意. (N) dilgan－にのみ「話す」

の意味あり

飛ぶ daili- diali (Na) dagda-

(Ek) dagJa 

休む dampuci dampu- (Na) tain-

(Ek) daruumkiica 

倉 Jali Jali (Na) takto 

(Ek) naaku 

残す 1mana- 1mana- (Na) daraJi別

(Ek) amaan-

夏用の白樺樹皮 kawa(n) kawa 

製の小屋

挺子による皮な kako kaiりlくu (Na) gaJikuu / gaJi 

めし具

碗 moko 百lOXO (Ew) maakaxak 

(Na) muksu 

考える maICi ロlClISi (Ek) marga-

(Na) murCi-

去る り3卜 りani (Ek）りana－「行く，動く」

宅三匹!¥ omce om10 (Ek) oomii, (N) omi 

河 uli uli円｜｜，水」 (Ma) ula「大河」

自動弓式の毘 sa町1町11 saりmi (N) sanmu 

(Na) sarmi 

マガモ taumia taumia (Ek) tarmii「雄ガモ」

(Na) tarmi「雄ガモ」

m~ tagga taga (Ek) tatii 

(Na) tatua 

飢える lali- lali (Na) lal－「痩せる」

(Ut) lalu－「飢える」
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上記の語葉の多くは基礎語葉と見倣せるものであって，借用によるものではないと

考えたい．したがって II群の言語が，他の群から分岐した後に，この群の言語が独自

に獲得した，もしくは独自な音変化を起こした語葉とみなすことができる（さらに，

II群のみが祖語からの語形を保持している，という場合も考えられる）．ただし，「削

るための先の曲がったナイフ」，「倉」，「夏用の白樺樹皮製の小屋」，「挺子による皮な

めし具」の4語は，文化的な要素であって，どちらか一方から他方への（もしくは第

三の言語からの）借用の可能性も考えられる．

なおAvrorinand Lebedeva (1968）によれば，「男性（一般）」を示す語は xusaだが，

この語の複数形は「女性（一般）」を指す語と同様不規則で，規則的な＊xusa-sa(g）と

はならず， xusantaであるという.III群の言語の語頭の xーはI,II群では消失したの

で，この語は III群の言語からの借用である．ウデへ語の「男性（一般）」を示す語は

nii-ntaで，この不規則な複数形はやはりオロチ語と対応する．このように III群の要

素と H群の要素のいわばハイブリッドのような語形が見出されることからも，オロチ

語の混合的な性格を窺うことができる．

5.2. III群の言語からオロチ語に入ったと考えられるもの

他方， III群の言語からオロチ語が借用したと考えられる語はかなり多く存在する．

オロチ語とウデへ語においては， 1節でみたように，＊rの脱落，語頭のう＞ x，語

中の＊－p-> -w－，語頭の＊x-> 0－，語中の＊－mbー＞－m-,*-nd->-n-, ＊－りg-＞ーりーなどの変化

が起きたが， III群の言語では祖語におけるこれらの音を保存しているので，明らかな

借用語を多く確定することができる．

さらにいくつかの語では，同じ III群の言語からの借用でも，ナーナイ語から入った

ものか，ウルチャ語から入ったものかを確定することができるものもあった．ここで

はウルチャ語から入ったと考えられる語をいくつかあげておく．

表4：ウルチャ語からオロチ語に入ったと考えられる要素

意味 オロチ語 ウデへ語 III群の言語におけるその意味の語

なぞなぞ gaりg句。 nagbu!Jku (Na) naambokaan 

(Ul) gaりgau

小指 gaりg司juku c1mca a (Na) gaikoan 

(Ul) gal]gaku 
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だめ（だ） bajb吋 (Na) acaasi 

(Ul) ba1ba1 

働く daDSi- a tat a- (Na)Jobo-

(Ul) daDsi-

～語で話す ... da ... maJi V (Na）…xasaJiani V 

(Ul) ... da-

これまでオロチ語への影響は多くナーナイ語からのものと考えられてきたが，ウル

チャ語からの影響も考える必要があることがわかる．ただし，ナーナイ語文語の基礎

となっているナイヒン方言とナーナイ語下流方言には異なりがあるので，この点に注

意する必要がある．すなわち，上に示したような語は，ウルチャ語から入ったのでは

なく，ナーナイ語下流方言から入った可能性もある．この点を明らかにするためには，

ナーナイ語下流方言の今後の研究の進展を必要とする．

6まとめと今後の課題

最初に見たように，音対応のみから考えるならば，ウデへ語とオロチ語はまず他の

言語群から分岐し， II群を形成し，しかるのちに個々の言語に分かれたことに問題は

ないようにみえる．

しかし，本稿で行ったように，文法面と語葉面からその要素を一つ一つ検討してい

くと，両者はそれほど大きくは類似していないことがわかる．少なくとも III群の三つ

の言語（ナーナイ，ウルチャ，ウイルタ）が互いによく似ていて，連続的な様相を呈

しているのに比べると，両者はかなり大きく異なっているといえる．その原因には，

以下の三つの原因が考えられる．

－オロチ語が分岐後に III群の言語（ナーナイ語，ウルチャ語）から大きな影響を受け

たこと．

－ウデへ語が独自の音変化を多く起こし，その結果，区別がしにくくなった語葉を大

きく入れ替えたこと．

・ウデへ語が漢語，もしくは何らかの別の言語の影響を受けて大きく変容したこと

これらの要因によって生じた違いをていねいに選り分けることによって， II群の言

語の分岐・発展の歴史を解明していくことが今後の課題である．
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On the diversity between Orochi and Udihe 

Shinjiro KAZAMA 

This paper aims to examine the historical development of two Tungusic languages which 

belong to the Group II, i.e. Orochi and Udihe, with a particular focus on how they split and 

came to show divergence among each other. The discussion will mainly rest on grammatical 

and lexical aspects of theseれNOlanguages. 

Sound correspondences suggest a hypothesis on the languages of Group I and 

Group II where the proto・languagesplit into Group I and Group II, which then split into 

Orochi and Udihe. This study tried to reveal that this hypothesis is plausible in terms of 

grammatical as well as lexical aspects. 

1. Introduction 

2. Notes on previous works 

3. Genetical position ofOrochi in Tungusic languages on sound correspondences 

4. Grammatical similarities and differences 

4.1. Similar elements 

4ユDifferentelements 
5. Lexical similarities and di仔erences

5.1. Inherent elements in Orchi and Udihe 

5ユLexemesof th巴GroupIII into Orochi language 
6. Concluding remarks 
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